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● 特集１：特別支援学校におけるセンター的機能について ●

　
平
成
十
九
年
の
学
校
教
育
法
の
改
正
に
お
い
て
、
第

七
十
四
条
に

　「
特
別
支
援
学
校
に
お
い
て
は
、
第
七
十
二
条
に
規
定

す
る
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
教
育
を
行
う
ほ
か
、
幼
稚

園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校

の
要
請
に
応
じ
て
、
第
八
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
幼

児
、
児
童
又
は
生
徒
の
教
育
に
関
し
必
要
な
助
言
又
は
援

助
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。」

　
と
規
定
さ
れ
、
特
別
支
援
学
校
は
、
地
域
の
特
別
支
援

教
育
の
セ
ン
タ
ー
的
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
、
明
確
に
位

置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

一
　
山
梨
県
の
特
別
支
援
学
校

　
山
梨
県
内
に
は
、
分
校
を
含
め
、
十
二
校
の
特
別
支
援

学
校
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
学
校
で
は
、
そ

の
専
門
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
障
害
に
応
じ
た
教
育
を
行

っ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
実
態
を
的
確
に
把
握
し
、

個
に
応
じ
た
指
導
目
標
、
内
容
を
設
定
し
、
指
導
方
法
を

工
夫
し
な
が
ら
実
践
を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
よ
り
よ
い
支
援
を
行
う
た
め
に
、
児
童
生
徒
が

関
わ
る
医
療
、
保
健
・
福
祉
、
労
働
等
の
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
り
、
同
時
に
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
や
乳
幼
児

を
対
象
と
し
て
、
そ
の
保
護
者
や
関
係
機
関
か
ら
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

二
　
セ
ン
タ
ー
的
機
能
と
は

　
セ
ン
タ
ー
的
機
能
と
は
、
特
別
支
援
学
校
が
、
こ
れ
ま

で
蓄
積
し
た
教
育
上
の
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
、

地
域
の
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
等

に
教
育
的
支
援
を
行
い
、
地
域
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育

に
関
す
る
中
核
的
機
関
と
し
て
の
役
割
を
担
う
も
の
で

す
。

　
山
梨
県
で
は
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
「
発
達
障
害
等
支

援
・
特
別
支
援
教
育
総
合
推
進
事
業
」
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
県
内
を
五
地
区
（
北
部
・
中
部
・
南
部
・
東
部
・
富

士
北
麓
）
に
分
け
、
地
区
特
別
支
援
連
携
協
議
会
を
設
置

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
設
置
さ
れ
て
い
る
特
別
支
援
学

校
を
中
心
に
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、
高
等

学
校
、
医
療
、
保
健
・
福
祉
、
労
働
等
の
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
障
害
の
あ
る
幼
児
児
童
生
徒
の
多
様
な
ニ

ー
ズ
に
対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
セ
ン
タ
ー
的
機
能
を
よ
り
有
効
か
つ
機
能
的
に
活

用
で
き
る
支
援
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

三
　
セ
ン
タ
ー
的
機
能
の
内
容

　
セ
ン
タ
ー
的
機
能
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
小
・
中
学
校
等
の
教
員
へ
の
支
援

  

個
々
の
幼
児
児
童
生
徒
の
指
導
に
関
す
る
助
言
・
相
談

の
ほ
か
、
個
別
の
指
導
計
画
、
個
別
の
教
育
支
援
計
画
の

作
成
に
当
た
っ
て
の
支
援
等
を
行
い
ま
す
。

②
特
別
支
援
教
育
等
に
関
す
る
相
談
・
情
報
提
供

　
地
域
の
小
・
中
学
校
等
に
在
籍
す
る
幼
児
児
童
生
徒
の

保
護
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
た
り
、
就
学
や
支
援
に
関
わ

る
情
報
等
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

山梨県内の特別支援学校と地区特別支援連携協議会

視覚障害 盲学校  ①

聴覚障害 ろう学校 ②

　　　中部地区

肢体不自由
甲府支援学校  ③
知的障害
かえで支援学校  ⑪

　　　北部地区
肢体不自由
あけぼの支援学校 ④
知的障害
わかば支援学校  ⑤

　　南部地区
知肢併置
わかば支援学校
ふじかわ分校 ⑥

　　　東部地区

知肢併置
やまびこ支援学校 ⑦

病弱
富士見支援学校 ⑧
　同　　旭分校 ⑨

知的障害
山梨大学教育人間科学部
附属特別支援学校 ⑫

　　富士北麓地区
知肢併置
ふじざくら支援学校 ⑩

①
⑤
④⑨

⑥

⑩

⑦

②

⑪

⑫
⑧

③

特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
セ
ン
タ
ー
的
機
能
に
つ
い
て

新
し
い
学
校
づ
く
り
推
進
室
　

特　集１
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● 特集１：特別支援学校におけるセンター的機能について ●

③
障
害
の
あ
る
幼
児
児
童
生
徒
へ
の
指
導
支
援

  

盲
・
ろ
う
学
校
で
は
、
乳
幼
児
の
教
育
相
談
を
と
お
し

て
教
育
的
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
・
中
学
校

に
在
籍
す
る
障
害
児
童
生
徒
を
対
象
に
「
サ
テ
ラ
イ
ト
教

室
」
や
「
通
級
に
よ
る
指
導
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

④
福
祉
、
保
健
・
医
療
、
労
働
等
の
関
係
機
関
と
の
連
絡

調
整

　
広
域
特
別
支
援
教
育
連
携
協
議
会
及
び
地
区
特
別
支
援

教
育
連
携
協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
し
、
関
係
機
関

と
の
連
絡
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
個
別
の
教
育

支
援
計
画
の
作
成
に
当
た
り
、
医
療
、
保
健
・
福
祉
、
労

働
等
関
係
機
関
と
の
具
体
的
な
連
携
に
つ
い
て
連
絡
調
整

を
行
い
ま
す
。

　
な
お
広
域
特
別
支
援
連
携
協
議
会
専
門
部
会
（
視
覚
障

害
・
聴
覚
障
害
・
病
弱
）
は
、
県
全
域
を
対
象
と
し
て
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑤
小
・
中
学
校
等
の
教
員
に
対
す
る
研
修
協
力

  

障
害
の
あ
る
幼
児
児
童
生
徒
の
理
解
や
指
導
の
方
法
等

に
つ
い
て
、
研
修
会
を
開
催
し
た
り
、
小
・
中
学
校
の
支

援
会
議
に
参
画
・
協
力
を
行
い
ま
す
。

⑥
障
害
の
あ
る
幼
児
児
童
生
徒
へ
の
施
設
設
備
等
の
提
供

　
特
別
支
援
学
校
に
は
、
障
害
の
特
性
や
実
態
に
合
わ
せ

た
自
作
教
材
が
数
多
く
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
教
材

教
具
の
貸
し
出
し
や
参
考
資
料
等
の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま

す
。

四
　
セ
ン
タ
ー
的
機
能
の
実
際

　
特
別
支
援
学
校
は
「
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」、「
地
域
支

援
部
」
等
の
名
称
で
、
校
内
分
掌
に
セ
ン
タ
ー
的
機
能
を

明
確
に
位
置
付
け
、
そ
の
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、

特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
て
い
ま

す
。

　
具
体
的
な
活
動
と
し
て
「
か
え
で
支
援
学
校
」
の
例
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

五
　
セ
ン
タ
ー
的
機
能
の
こ
れ
か
ら
の
課
題

  

　
　
　
　
ー
高
等
学
校
と
の
連
携
ー

　
高
等
学
校
に
お
い
て
も
、
特
別
な
教
育
的
支
援
を
必
要

と
し
て
い
る
生
徒
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
平
成
十
九
年
度

か
ら
、
公
立
高
等
学
校
に
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
し
、
適
切
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
校

内
委
員
会
を
中
心
に
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
高
等
学
校
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
究
協
議

会
に
特
別
支
援
学
校
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
参
加
し
、
互

い
に
連
携
を
深
め
ま
す
。
特
別
支
援
学
校
で
培
わ
れ
た
指

導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
、
高
等
学
校
の
教
育
の
中
で
生
か
さ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

六
　
最
後
に

　
特
別
支
援
学
校
が
関
わ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
障
害
の

あ
る
幼
児
児
童
生
徒
の
課
題
全
て
が
解
決
す
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
お
い
て
、
指
導
に
つ

い
て
の
共
通
理
解
を
深
め
、
十
分
な
検
討
が
行
わ
れ
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
特
別
支
援
学
校
は
、
障
害
の
あ
る
幼

児
児
童
生
徒
の
教
育
に
、
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
る
学

校
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

かえで支援学校のセンター的機能

教育相談
◇発達（学び、ことば、身体、感覚など）について、気になる

ことがある。

◇学習や生活上の課題を、どのようにして解決したらよいのか

悩んでいる。

◇どのように医療や福祉などを利用したらよいのか知りたい

◇支援の方法や指示の出し方など、より適切な関わり方につい

て知りたい。

　…などの相談に応じています。

プレスクール（授業体験）
◇就学や進学・転学を前に、支援学校での教育の様子を知りた

い。

◇実際に支援学校の授業に参加してみてから、今後の就学先な

どについて考えたい。

　…などから授業体験を実施しています。

オープンスクール
◇７月に学校見学会を開催し、学校の施設設備・通常授業を公

開しています。また、８月には、主に年長・小６・中３を

対象に、授業体験会を開催しています。

合同学習会・公開研修会
◇年間数回の「かえで合同学習」を行っています。地域の教員

等の教育関係者と本校の関係者がテーマに沿って研修や情

報交換します。

◇外部講師を招いての研究部主催「夏休み公開研　修会」をは

じめ、学習会や研修会等を、地域の先生方にも公開してい

ます。

相談・支援通信の発行
◇相談 ･ 支援通信「フレンズ」を発行しています。幼稚園 ･ 保育

所、小 ･ 中学校、高等学校、地区の教育関係機関等に配付し

ています。
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● 特集２：ベルギー王立美術館コレクション ●

　
県
立
美
術
館
で
は
、
七
月
五
日
ま
で
特
別
展
「
ベ
ル
ギ
ー
近
代
絵
画
の
あ
ゆ
み
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
本
展
で
は
、
十
九
世
紀
の
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
か
ら
印
象
派
、
さ
ら
に
は
そ

れ
を
科
学
的
に
発
展
さ
せ
た
新
印
象
派
、
純
色
を
大
胆
に
使
い
そ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
で
強

い
印
象
を
与
え
た
二
十
世
紀
の
フ
ォ
ー
ヴ
に
至
る
ま
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
芸
術
運
動
の
影
響

を
受
け
な
が
ら
、
ベ
ル
ギ
ー
の
近
代
絵
画
が
発
展
し
て
い
っ
た
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

　
日
本
か
ら
ベ
ル
ギ
ー
へ
は
、
乗
り
継
ぎ
を
含
め
る
と
飛
行
機
で
十
三
時
間
ほ
ど
で
行
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
ワ
ッ
フ
ル
な
ど
で
有
名
で
す
が
、
一
八
三
○
年
に

ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
（
現
在
の
オ
ラ
ン
ダ
）
か
ら
独
立
し
ま
し
た
。
現
在
、
首
都

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
は
欧
州
連
合
（E

U
）
の
本
部
が
置
か
れ
て
い
る
た
め
、
欧
州
の
政
治

の
一
大
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ベ
ル
ギ
ー
王
立
美
術
館
は
、
そ
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
あ

り
一
八
〇
三
年
に
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
、
二
百
年
以
上
の
歴
史
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
フ
ラ
ン
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
国
に
は
さ
ま
れ
た
ベ
ル

ギ
ー
の
美
術
は
、
そ
の
重
要
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
わ
が
国
で
は
あ
ま
り
脚
光

を
浴
び
て
き
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
県
立
美
術
館
の
所
蔵
し
て
い
る
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
の

絵
画
と
も
、
深
い
関
係
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
一
八
三
〇
年
か
ら
一
八
七
○
年
に
か
け
て
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
の
画
家
た

ち
が
農
村
風
景
や
風
景
画
を
手
が
け
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
パ
リ
近
郊
に
あ
る
フ
ォ
ン

テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
の
森
の
そ
ば
に
あ
る
小
村
バ
ル
ビ
ゾ
ン
に
滞
在
、
あ
る
い
は
居
住
し
た
こ

と
か
ら
、
の
ち
に
「
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
頃
、
多

く
の
ベ
ル
ギ
ー
人
画
家
も
バ
ル
ビ
ゾ
ン
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
ベ
ル
ギ
ー
の
画
家
た
ち
は
、

バ
ル
ビ
ゾ
ン
で
得
た
経
験
を
母
国
に
持
ち
帰
り
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
近
郊
の
ソ
ワ
ー
ニ
ュ
の

森
の
は
ず
れ
に
あ
る
小
村
テ
ル
ヴ
ュ
ー
レ
ン
に
集
ま
り
、
風
景
画
の
制
作
に
没
頭
し
ま
し

た
。

　
本
展
を
通
じ
て
、
十
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
で
活
動
し
た
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
の
画
家
た
ち
の

作
品
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
ベ
ル
ギ
ー
の
画
家
た
ち
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
か
、
ま
た
そ

の
後
フ
ラ
ン
ス
内
外
の
画
家
た
ち
に
影
響
を
与
え
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
当
館
所
蔵
の
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
の
画
家
た
ち
の
作
品
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
好
機

と
な
る
で
し
ょ
う
。
な
お
、ベ
ル
ギ
ー
王
立
美
術
館
を
代
表
す
る
作
品
の
ひ
と
つ
、ボ
ナ
ー

ル
の
《
逆
光
の
中
の
裸
婦
》
は
日
本
初
公
開
と
な
り
ま
す
。

ピ
エ
ー
ル
・
ボ
ナ
ー
ル
《
逆
光
の
中
の
裸
婦
》
一
九
〇
八
年
頃

　
油
彩
・
麻
布
　
ベ
ル
ギ
ー
王
立
美
術
館
所
蔵

会
　
　
期
　
二
〇
〇
九
年
四
月
一
八
日
（
土
）
〜
七
月
五
日
（
日
）

開
館
時
間
　
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
（
入
館
は
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
）

休

館

日
　
四
月
二
〇
、二
七
日
、
五
月
七
、一
一
、一
八
、二
五
日
、

　
　
　
　
　
六
月
一
、八
、一
五
、二
二
、二
九
日

観

覧

料
　
一
般 

一
〇
〇
〇
（
八
四
〇
）
円
　

　
　
　
　
　
大
・
高
生
五
〇
〇
（
四
二
〇
）
円
、

　
　
　
　
　
中
・
小
生
二
六
〇
（
二
一
〇
）
円

　
　
　
　
　（
　
　
）
内
は
二
〇
名
以
上
の
団
体
料
金
、
県
内
宿
泊
者

　
　
　
　
　
割
引
料
金

　
　
　
　
　
小
・
中
・
高
等
・
特
別
支
援
学
校
生
は
土
曜
日
無
料

　
　
　
　
　
県
内
六
五
歳
以
上
の
方
（
健
康
保
険
証
等
持
参
）
は
無
料

　
　
　
　
　
障
害
者
手
帳
を
ご
持
参
の
場
合
、
ご
本
人
と
介
護
の
方
一
名
が
無
料

ベ
ル
ギ
ー
王
立
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　
ベ
ル
ギ
ー
近
代
絵
画
の
あ
ゆ
み
　
〜
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
、
印
象
派
、
フ
ォ
ー
ヴ
〜
　
― 

県
立
美
術
館 

―

特　集 2



5

● 特集 2：ハンス・フィッシャーの世界 ●

　
ハ
ン
ス
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
、『
こ
ね
こ
の
ぴ
っ
ち
』、『
ブ
レ
ー
メ
ン
の
お
ん
が
く
た

い
』、『
長
ぐ
つ
を
は
い
た
ね
こ
』
な
ど
の
絵
本
で
、
世
界
中
の
子
ど
も
た
ち
に
愛
さ
れ
て

い
る
ス
イ
ス
の
絵
本
作
家
で
す
。
日
本
で
も
こ
れ
ら
の
絵
本
が
出
版
さ
れ
て
か
ら
五
十
年

以
上
が
経
ち
ま
す
が
、
今
な
お
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
と
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
に
限
ら
ず
大
人
に
も
た
く
さ
ん
の
フ
ァ
ン
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
、フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
、

世
代
を
超
え
て
愛
さ
れ
続
け
て
い
る
絵
本
作
家
の
一
人
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
生
誕
百
年

を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
る
本
展
で
は
、
絵
本
原
画
を
始
め
と
し
て
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
が
わ

が
子
に
贈
っ
た
手
描
き
の
絵
本
や
、
色
鉛
筆
画
、
版
画
作
品
な
ど
、
お
よ
そ
二
二
〇
点
を

紹
介
し
ま
す
。

　
夏
休
み
の
ひ
と
と
き
を
子
ど
も
も
大
人
も
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
め
る
よ
う
に
、
本
展
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
会
場
内
の
キ
ッ
ズ
・
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

た
く
さ
ん
の
絵
本
を
自
由
に
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
キ
ッ
ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
「
あ
つ
ま
れ
！
び
じ
ゅ
つ
探
検
隊
」
や
、「
親
と
子
の
ア
ー
ト･

レ
ク
チ
ャ
ー
」
な
ど

の
ワ
ー
ク
・
シ
ョ
ッ
プ
、大
人
向
け
に
は「
大
人
の
た
め
の
美
術
講
座
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー･

ト
ー

ク
」
を
開
催
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
絵
本
の
主
人
公
た
ち
が
食
べ
る
ス

イ
ー
ツ
を
再
現
し
た
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
展
開
し
ま
す
。
展
覧
会
を
見
た
後
の
余
韻
を
お
い

し
い
お
茶
と
お
菓
子
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◇
会
　
　
期
　
二
〇
〇
九
年
七
月
一
九
日(

日)

〜
八
月
二
三
日(

日)

◇
開
館
時
間
　
午
前
九
時
〜
午
後
五
時(

入
館
は
午
後
四
時
三
〇
分
ま
で)

◇
休

館

日
　
七
月
二
一
日
、
二
七
日
、
八
月
三
日
、
一
七
日

◇
観

覧

料
　
一
般
一
〇
〇
〇(

八
四
〇)

円

　
　
　
　
　
　
大
・
高
生
五
〇
〇(

四
二
〇)

円

　
　
　
　
　
　
中
・
小
生
二
六
〇(

二
一
〇)

円

　
＊
（
　
）
は
二
〇
名
以
上
の
団
体
料
金
、
前
売
料
金
、
山
梨
県
内
宿
泊
者
割
引
料
金
。

　
＊
次
の
方
は
観
覧
料
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

　
　
・
障
害
者
手
帳
持
参
の
方(

ご
本
人)

と
介
護
の
方
一
名

　
　
・
小
・
中
・
高
等
・
特
別
支
援
学
校
生(

土
曜
日
の
み)

　
　
・
山
梨
県
内
の
六
五
歳
以
上
の
方(

健
康
保
険
証
等
持
参)

　
　
・
山
梨
県
内
の
小
・
中
学
生(

フ
リ
ー
・
パ
ス
ポ
ー
ト
持
参)

◇
前
売
券
取
扱
所
　
山
梨
県
立
美
術
館
、
山
日
Ｙ
Ｂ
Ｓ
本
社
受
付
、

　
山
日
Ｙ
Ｂ
Ｓ
富
士
吉
田
総
支
社
、
ロ
ー
ソ
ン
「L

oppi

」

　
＊
前
売
券
販
売
は
六
月
一
九
日
〜
七
月
一
八
日
。

◇
主
催
　
山
梨
県
立
美
術
館
　
山
梨
日
日
新
聞
社
・
山
梨
放
送
　

　
　
　
　
ハ
ン
ス
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
世
界
展
実
行
委
員
会

○
「
絵
本
と
お
は
な
し
の
会
」

七
月
三
一
日
、
八
月
一
四
日
　
午
後

一
時
三
〇
分
〜
二
時

○
『
こ
ね
こ
の
ぴ
っ
ち
』
映
画
会

七
月
二
九
日
、
三
〇
日
、
八
月
二
二

日
午
後
一
時
三
〇
分
〜
二
時

○
あ
つ
ま
れ
！
び
じ
ゅ
つ
探
検
隊

対
象
　
小
学
四
〜
六
年
生

日
時
　
七
月
二
五
日
　
午
前
一
〇
時

〜
一
一
時
三
〇
分

申
込
　
七
月
八
日
〜
一
五
日

○
親
と
子
の
ア
ー
ト
レ
ク
チ
ャ
ー

対
象
　
小
学
一
〜
三
年
生
と
親

日
時
　
七
月
二
五
日
　
午
後
二
時       

〜
三
時
三
〇
分

申
込
　
七
月
八
日
〜
一
五
日

○
大
人
の
た
め
の
美
術
講
座
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー･

ト
ー
ク

　
日
時
　
八
月
一
〇
日
　
午
後
一
時
〜
二
時

　
講
師
：
武
井
利
喜
氏(

小
さ
な
絵
本
美
術
館
館
長)

　
＊
写
真
は
『
こ
ね
こ
の
ぴ
っ
ち
』
扉(

一
九
四
八
年)

小
さ
な
絵
本
美
術
館
蔵

ハ
ン
ス
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
世
界

　『
こ
ね
こ
の
ぴ
っ
ち
』
の
作
家
が
わ
が
子
に
贈
っ
た
絵
本
た
ち
　
　
　
　
　
　
　
― 

県
立
美
術
館 

―



□　計画策定の趣旨

　本県では、スポーツ振興を図るため、主要事業や
施策プログラムを示した「山梨県スポーツ振興実施
計画」を策定しました。
　この計画は、「やまなしの教育振興プラン」のス
ポーツ部門として位置付けているスポーツ振興計画
を体系的に捉えて、具体的にわかりやすくしたもの
です。

□　山梨のスポーツ振興の基本理念

　「健康で明るい生活を支える
　　　豊かなスポーツライフの実現」

□　具体的内容

　１　健やかな体の育成

　健康で豊かな生活を送るために、生きる力の要
素である健やかな体の育成をめざします。

　　①学校体育・スポーツの充実
　　　○体育指導の充実
　　　○学校体育大会への支援
　　　○運動部活動の充実
　　②健康・安全教育の推進
　　　○望ましい生活習慣の確立
　　　○安全教育の推進
　　③食育の推進
　　　○食に関する指導の充実

　＊目標となる指標例　

　２　生涯スポーツの振興

　県民が健康で豊かに生きるために、だれもがス
ポーツに親しむことができる生涯スポーツ社会の

実現を図ります。
　　①参加機会の充実
　　　○総合型地域スポーツクラブの設立・育成
　　　○広域スポーツセンターの充実
　　　○参加機会の充実
　　②指導・推進体制の充実
　　　○指導者等の養成・確保・活用
　　③スポーツ環境の充実
　　　○スポーツ施設の利用拡大・充実
　　　○スポーツ情報提供システムの充実

　＊目標となる指標例

　３　競技スポーツの振興

　本県選手の活躍やスポーツの観戦機会の充実に
より、スポーツへの関心を高め、競技人口の底辺
拡大を図ります。

　　①競技力の向上
　　　○優秀選手の育成・強化
　　　○スポーツ医・科学の活用
　　　○スポーツ交流の推進
　　　○優秀選手等の表彰
　　②指導体制の充実
　　　○競技力向上を図る指導者の養成
　　　○一貫指導体制の推進
　　　○セカンドキャリア支援の検討

　＊目標となる指標例
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● 山梨県スポーツ振興実施計画について ●

※ 詳しくは、スポーツ健康課ホームページをご覧ください。
　http://www.pref.yamanashi.jp/sports/84416687982.html

指　標 指標の概要
Ｈ１９年度

の現況値

Ｈ２５年度

の目標値

運動・スポーツの実施

状況

・「山梨県新体力テスト・健康実態調査」で授

　業以外で週３日以上運動スポーツを実施し

　ている小学生（５・６年生）の割合

小 48.2％ 小 65％

体力・運動能力の状

況

・「山梨県新体力テスト・健康実態調査」で小

　学生（５年生）のボール投げの平均値のピー

　ク時（昭和５６年）の値に対する割合

小 81.7％ 小 90％

指　標 指標の概要
Ｈ２０年度

の現況値

Ｈ２５年度

の目標値

朝食の摂取状況
・「山梨県新体力テスト・健康実態調査」児

　童生徒が朝食を摂取している割合

小 91.1％

中 84.3％

高 79.4％

小 95％

中 90％

高 90％

食育の推進状況

・食に関する指導全体計画・年間指導計画を

　作成している学校の割合（Ｈ１９年度の調

　査による各校の計画作成予定年度から）

小 64.2％

中 53.8％

高 10.2％

100％

指　標 指標の概要
Ｈ１９年度

の現況値

Ｈ２５年度

の目標値

総合型地域スポーツ

クラブの設置状況

・いつでも、どこでも、いつまでもスポーツ

　に親しむことができるよう、総合型地域ス

　ポーツクラブを設置している県内市町村の

　割合

53.6％ 100％

指　標 指標の概要
Ｈ１９年度

の現況値

Ｈ２５年度

の目標値

スポーツへの取組状

況

・週１回以上スポーツを実施している成人の

　割合
32.4％ 50％

指　標 指標の概要
Ｈ１９年度

の現況値

Ｈ２５年度

の目標値

競技レベルの状況
・国民体育大会における個人，団体の上位８

　位以内の入賞数

92 人

団体

100 人

団体

アンチ・ドーピング

への取組状況

・選手，指導者がアンチ・ドーピングへの意

　義啓発のための講演会に参加している県内

　競技団体の割合

55％ 100％

一貫指導体制の推進

状況

・トップレベルの競技者の養成・確保のため

　の一貫指導体制を確立している競技団体の

　割合

55％ 100％

山梨県スポーツ振興実施計画について

― スポーツ健康課 ―



１
．
全
日
制
前
期
募
集

①
検
査
方
法

面
接
の
ほ
か
、各
高
校
が
定
め
る
作
文
、

特
技
、
個
性
表
現
の
い
ず
れ
か
を
併
せ

て
実
施
し
ま
す
。

②
出
願
期
間

平
成
22
年
１
月
13
日
（
水
）
か
ら
１
月

15
日
（
金
）

③
検
査
期
日

　
平
成
22
年
１
月
26
日
（
火
）、27
日
（
水
）

④
入
学
許
可
予
定
者
の
内
定
日

　
平
成
22
年
２
月
３
日
（
水
）

２
．
全
日
制
後
期
募
集

①
学
力
検
査

国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
及
び
英
語

（
リ
ス
ニ
ン
グ
含
む
。）を
実
施
し
ま
す
。

②
出
願
期
間

平
成
22
年
２
月
17
日
（
水
）
か
ら
２
月  

19
日
（
金
）

③
検
査
期
日

　
平
成
22
年
３
月
４
日
（
木
）

④
入
学
許
可
予
定
者
の
発
表

　
平
成
22
年
３
月
11
日
（
木
）

３
．
全
日
制
再
募
集

①
検
査
方
法

面
接
の
ほ
か
、
作
文
又
は
新
た
に
行
う

学
力
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

②
出
願
期
間

平
成
22
年
３
月
11
日
（
木
）、
３
月
12

日
（
金
）、
３
月
15
日
（
月
）

③
検
査
期
日

　
平
成
22
年
３
月
16
日
（
火
）

④
入
学
許
可
予
定
者
の
発
表

　
平
成
22
年
３
月
18
日
（
木
）

４
．
定
時
制
課
程
入
学
者
選
抜

①
検
査
方
法

　
学
力
検
査
及
び
面
接
を
実
施
し
ま
す
。

②
出
願
期
間

平
成
22
年
２
月
17
日
（
水
）
か
ら
２
月

19
日
（
金
）

③
検
査
期
日

　
平
成
22
年
３
月
４
日
（
木
）、５
日
（
金
）

④
入
学
許
可
予
定
者
の
発
表

　
平
成
22
年
３
月
11
日
（
木
）

５
．
定
時
制
課
程
再
募
集

①
検
査
方
法

再
募
集
に
当
た
っ
て
の
学
力
検
査
及
び

面
接
を
実
施
し
ま
す
。

②
出
願
期
間

平
成
22
年
３
月
15
日
（
月
）
か
ら
３
月

19
日
（
金
）

③
検
査
期
日

　
平
成
22
年
３
月
23
日
（
火
）

④
入
学
許
可
予
定
者
の
発
表

　
平
成
22
年
３
月
25
日
（
木
）

６
．
そ
の
他

① 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
「
平

成
22
年
度
山
梨
県
公
立
高
等
学
校
等
入

学
者
選
抜
実
施
要
項
」
に
よ
り
ま
す
。

　（
10
月
下
旬
公
表
予
定
）

②
平
成
22
年
度
入
試
の
募
集
定
員
は
、
中

学
校
卒
業
予
定
者
の
進
路
希
望
調
査
な

ど
を
考
慮
し
、
11
月
上
旬
に
決
定
す
る

予
定
で
す
。
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● 平成 22 年度山梨県公立高等学校入学者選抜の基本事項について ●

　
山
梨
県
教
育
委
員
会
は
、
去
る
５
月
12

日
に
平
成
22
年
度
の
入
学
者
選
抜
に
関
す

る
基
本
事
項
を
公
表
し
ま
し
た
。

　
入
学
者
選
抜
制
度
の
主
な
特
徴
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

１
　
住
所
に
関
係
な
く
、
ど
の
学
校
に
も

志
願
で
き
ま
す
。

２
　「
前
期
募
集
」
と
「
後
期
募
集
」
の

２
度
の
受
検
機
会
が
あ
り
ま
す
。

３
　「
前
期
募
集
」
で
は
、
自
分
の
興
味
・

関
心
、
特
性
を
生
か
し
た
受
検
が
で
き

ま
す
。

４
　「
後
期
募
集
」
で
は
、
志
願
先
高
校

に
普
通
科
、
専
門
教
育
学
科
又
は
総
合

学
科
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
、
志
願

す
る
学
科
の
ほ
か
に
第
２
希
望
ま
で
志

望
順
位
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
入
学
者
選
抜
の
概
要
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。 平

成
22
年
度
山
梨
県
公
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
の
基
本
事
項
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
― 

新
し
い
学
校
づ
く
り
推
進
室 

―  



　
山
梨
県
立
博
物
館
で
は
、夏
休
み
期
間
中
に
企
画
展「
お

も
ち
ゃ
と
模
型
の
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
展
」
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
十
九
世
紀
の
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
ト
イ
か
ら
昭
和
の
お

も
ち
ゃ
ま
で
、
必
ず
「
懐
か
し
い
」
お
も
ち
ゃ
に
出
会
え

る
展
覧
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
親
子
で
ご
家
族
で
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

□
　
ロ
ン
ド
ン
か
ら
の
贈
り
物
　

〜
鉄
道
模
型
か
ら
ド
ー
ル
ハ
ウ
ス
ま
で
〜

　
展
示
の
最
初
を
飾
る
の
は
、
ロ
ン
ド
ン
お
も
ち
ゃ
・
模

型
博
物
館
旧
蔵
の
数
十
両
の
鉄
道
模
型
で
す
。
鉄
道
模
型

は
、
鉄
道
が
遠
く
へ
の
快
適
な
旅
を
提
供
す
る
よ
う
に
な

り
、
そ
の
旅
へ
の
憧
れ
や
新
し
い
時
代
を
い
な
が
ら
に
し

て
体
験
で
き
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
う
し

た
最
初
期
の
模
型
か
ら
、
鉄
道
自
体
の
発
達
や
模
型
製
作

技
術
の
向
上
に
い
た
る
様
子
を
、
一
番
や
Ｈ
Ｏ
ゲ
ー
ジ
の

大
き
な
車
両
の
展
示
に
よ
り
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
続
い
て
は
、
様
々
な
ド
ー
ル
や
テ
デ
ィ
ベ
ア
、
精
巧
な

金
属
玩
具
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
人
形
は
お
も
ち
ゃ
の
な
か

で
最
も
原
初
的
と
も
い
え
る
も
の
で
す
が
、
現
在
の
よ
う

な
精
巧
さ
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
十
九
世
紀
以
後

か
ら
で
し
た
。
ま
た
、
金
属
玩
具
の
な
か
に
は
、
実
物
と

同
様
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
燃
料
に
よ
っ
て
実
動
す
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
技
術
の
進
歩
が
お
も
ち
ゃ
の
発

達
を
促
す
と
と
も
に
、
同
時
に
お
も
ち
ゃ
が
そ
の
時
代
の

発
展
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

□
　
青
い
目
の
人
形
と
日
米
人
形
交
流

　
続
い
て
は
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
米
国
よ
り
寄

贈
さ
れ
、
本
県
に
五
点
現
存
す
る
青
い
目
の
人
形
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。
青
い
目
の
人
形
に
象
徴
さ
れ
る
日
米

人
形
交
流
事
業
は
、
米
国
の
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
博
士
、
我
が

国
の
渋
沢
栄
一
ら
を
中
心
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
日
本
に

一
万
二
千
体
の
人
形
が
渡
り
、
山
梨
県
に
は
百
体
ほ
ど
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
戦
災
な
ど
を
経
て
、
現
存
す

る
の
は
五
体
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
国
内
に
も
三
百
余

し
か
現
存
し
て
い
な
い
大
変
貴
重
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
県
内
の
ご
所
蔵
者
の
ご
好
意
で
こ
れ
ら
青

い
目
の
人
形
た
ち
を
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ

多
く
の
皆
様
に
、
八
十
二
年
前
に
行
わ
れ
た
日
米
友
好
の

証
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

□
　
戦
後
の
お
も
ち
ゃ
の
歩
み

〜
日
本
玩
具
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
〜

　
最
後
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
戦
後
の
復
興
期
か
ら
現
代
に
か

け
て
の
お
も
ち
ゃ
を
ご
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
社
会

現
象
が
作
り
出
し
た
お
も
ち
ゃ
、
ま
た
、
お
も
ち
ゃ
に

よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
社
会
現
象
、
テ
レ
ビ
時
代
の
お
も

ち
ゃ
な
ど
、
私
た
ち
が
生
き
て
き
た
時
代
の
懐
か
し
い
お

も
ち
ゃ
た
ち
が
待
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、ご
来
場
の
う
え
、

お
も
ち
ゃ
を
手
に
し
た
、
も
し
く
は
目
に
し
た
時
代
に
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
時
代
の
こ
と
に
つ

い
て
、
ご
友
人
や
ご
家
族
と
語
り
合
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
総
勢
三
五
〇
点
の
お
も
ち
ゃ
が
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
夏
休

み
は
ぜ
ひ
県
立
博
物
館
へ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

◇
会
　
期
　
平
成
二
十
一
年
七
月
十
一
日
（
土
）
〜
九
月

七
日
（
月
）

◇
観
覧
料
　
一
　
　
般
　
五
〇
〇
（
四
〇
〇
）
円

　
　
　
　
　
大
・
高
生
　
二
五
〇
（
二
〇
〇
）
円

　
　
　
　
　
中
・
小
生
　
一
三
〇
（
一
〇
〇
）
円

（
　
　
）
内
は
二
〇
名
以
上
の
団
体
料
金
、

県
内
宿
泊
者
割
引
料
金

小
・
中
・
高
等
・
特
別
支
援
学
校
生
は
土
曜

日
無
料

県
内
六
五
歳
以
上
の
方
（
健
康
保
険
証
等
持

参
）
は
無
料

障
害
者
手
帳
を
ご
持
参
の
場
合
、
ご
本
人
と

介
護
の
方
一
名
が
無
料

8

● おもちゃと模型のワンダーランド展 ●

１９７０年代のパンダブームの際，大人気を博した

パンダのおもちゃたち

お
も
ち
ゃ
と
模
型
の
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
展
に
つ
い
て

― 

県
立
博
物
館 

―



　
韮
崎
工
業
高
校
は
平
成
一
九
年
六
月
か
ら
、
文
部

科
学
省
・
経
済
産
業
省
の
指
定
を
受
け
「
地
域
産
業

の
担
い
手
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
通
称
「
ク
ラ
フ

ト
マ
ン
21
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
取
組
み
は
、
も
の
づ
く
り
に
係
わ
る
高
校
と

地
元
企
業
及
び
行
政
が
連
携
し
て
、
若
い
工
業
人
を

育
成
す
る
た
め
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
や
、
互

い
の
連
携
の
在
り
方
な
ど
を
検
討
し
、
地
域
活
性
化

の
標
準
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
と
い
う
位
置
づ
け
を

持
っ
て
お
り
、
現
在
、
全
国
29
の
地
域
で
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
本
校
は
平
成
十
五
年
度
か
ら
、
①
二
学
期
制
②

ミ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
制
③
科
目
の
自
由
選
択
制

を
導
入
し
、
学
科
の
枠
を
超
え
て
意
欲
的
に
学
べ
る

環
境
を
整
え
つ
つ
、
次
の
よ
う
な
職
業
意
識
を
形
成

す
る
実
践
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
一
学
年
で
は
、「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
、
職
業
講
話
や
企
業
・
上

級
学
校
見
学
会
、
系
列
説
明
会
や
授
業
見
学
を
実
施

し
、
将
来
を
見
通
し
た
系
列
選
択
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。
二
学
年
で
は
、
韮
崎
公
共
職
業
安
定
所
及
び
地

元
企
業
二
十
数
社
の
協
力
を
得
て
全
員
が
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
、
勤
労
観
・
職
業
観
の
育
成
に

努
め
て
い
ま
す
。
三
学
年
で
は
、
事
前
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
、
就
職
希
望
者
企
業
見
学
、
公
共
職
業
安
定

所
見
学
会
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
、
学
科
に

よ
る
個
別
の
進
路
指
導
や
就
職
試
験
対
策
指
導
、
企

業
の
人
事
担
当
者
に
よ
る
実
践
的
な
模
擬
面
接
指
導

な
ど
具
体
的
な
取
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
取
組
み
が
評
価
さ
れ
、
昨
年
は
「
キ
ャ
リ
ア
教

育
推
進
実
践
校
」
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
さ
て
本
校
の
「
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
21
」
は
、
学
科
の

専
門
性
を
よ
り
高
め
た
実
践
的
な
技
能
の
習
得
と
進

路
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
達
成
の
た
め
、
一
学
年
で
は
技
術
者
の
講
義

と
当
該
企
業
の
見
学
を
あ
わ
せ
て
実
施
し
、
も
の
づ

く
り
へ
の
興
味
・
関
心
を
高
め
、
二
学
年
で
は
旋
盤

検
定
や
企
業
実
習
を
通
し
て
、
学
校
教
育
で
は
学
び

得
な
い
実
践
的
な
技
能
・
技
術
を
習
得
し
、
工
業
人

と
し
て
の
自
覚
と
自
信
を
深
め
、
三
学
年
で
は
様
々

な
技
能
検
定
や
企
業
研
修
を
通
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
も
の
づ
く
り
の
感
性
を
磨
き
、

進
路
実
現
に
向
け
た
確
か
な
技
能
・
技
術
を
身
に
付

け
、
工
業
人
と
し
て
の
資
質
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　
本
事
業
も
二
年
目
が
終
了
し
、
資
格
取
得
の
旋
盤

検
定
三
級
で
は
、
本
県
で
初
め
て
二
年
生
が
合
格
す

る
な
ど
、
三
つ
の
検
定
種
目
で
七
名
の
技
能
士
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
年
度
卒
業
の
就
職
者
は
八
割
近
く
が
地

元
製
造
業
に
就
職
し
、
こ
の
取
組
み
が
地
域
産
業
を

支
え
、
生
徒
達
の
進
路
実
現
に
も
大
き
く
貢
献
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
も
地
元
の
企
業
の
協
力
や
、
本
校
卒

業
生
の
地
域
で
の
地
道
な
努
力
の
賜
と
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
も
、
も
の
づ
く
り
を
通
し
て
自
己
を
成
長
さ

せ
、
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
工
業
人
の
育
成
に
努

め
て
参
り
ま
す
。
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● 「地域産業の担い手育成プロジェクト」研究指定校の成果 ●

県立産業技術短期大学校で、高度

熟練技術者から旋盤検定の指導

を受ける２年生

「
地
域
産
業
の
担
い
手
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
研
究
指
定
校
の
成
果

― 

県
立
韮
崎
工
業
高
校 

―



　
は
じ
め
に

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
三
か
年
計

画
で
本
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
県
内

公
立
中
学
校
の
二
年
生
全
員
に
読
解
力
育
成
の
た
め
の
冊

子
『
ザ
・
読
解
力
』
を
作
成
・
配
布
し
、
す
で
に
今
年
度

か
ら
各
教
室
で
使
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

◇
「
読
解
力
」
と
は
？

　「
読
解
力
」
と
は
、
従
来
、
文
章
に
書
か
れ
て
い
る
内

容
を
、
正
し
く
読
み
解
く
力
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
そ
の
意
味
の
「
読
解
力
」
は
今
で
も
重
要
な
力
で

す
が
、
最
近
は
、
国
際
社
会
で
二
十
一
世
紀
に
必
要
と
さ

れ
て
い
る
学
力
で
す
。
英
語
だ
と
「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
リ
テ

ラ
シ
ー
」
と
い
い
ま
す
が
、こ
れ
を
直
訳
し
て
「
読
解
力
」

と
い
う
わ
け
で
す
。
こ
の
「
読
解
力
」
は
、
国
際
的
な
テ

ス
ト
の
名
称
を
と
っ
て
「
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
型
読
解
力
」
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　『
ザ
・
読
解
力
』
で
育
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、

こ
の
新
し
い
「
読
解
力
」
で
あ
り
、
生
き
て
は
た
ら
く
国

語
の
能
力
、
と
り
わ
け
論
理
的
思
考
力
を
育
て
、
テ
キ
ス

ト
を
解
釈
し
、
熟
考
・
評
価
し
、
自
ら
の
考
え
を
表
現
し

て
い
く
力
を
さ
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
目
標
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

①
様
々
な
文
章
や
資
料
を
理
解
・
評
価
し
な
が
ら
読
む
力

　
ア
　
目
的
に
応
じ
て
理
解
し
、
解
釈
す
る
力
　

　
イ
　
評
価
し
な
が
ら
読
む
力

　
ウ
　
課
題
に
即
応
し
た
読
む
力

　
エ
　
多
様
な
テ
キ
ス
ト
に
対
応
し
た
読
む
力

②
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
い
て
自
分
の
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た

こ
と
を
簡
潔
に
書
く
力

　
ア
　
テ
キ
ス
ト
を
利
用
し
て
自
分
の
考
え
を
書
く
力

　
イ
　
日
常
的
実
用
的
な
言
語
活
動
に
生
か
す
書
く
力

　
ウ
　
自
分
の
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
簡
潔
に
書

く
力

　
端
的
に
言
え
ば
、「
目
的
に
応
じ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
資

料
か
ら
必
要
な
情
報
を
読
み
取
っ
て
、
そ
れ
ら
を
利
用
し

て
表
現
す
る
力
」
を
指
し
ま
す
。

◇
『
ザ
・
読
解
力
』
の
内
容

　
こ
の
冊
子
は
、
学
校
の
授
業
で
使
わ
れ
る
よ
う
な
工
夫

が
し
て
あ
り
ま
す
。
市
販
さ
れ
て
い
る
ド
リ
ル
な
ど
と
は

違
い
、「
課
題
」
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、

○
教
科
書
に
載
る
盲
導
犬
に
関
す
る
説
明
文
を
読
み
、

足
り
な
い
情
報
を
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
仕
事
の
流
儀
」
Ｈ
Ｐ
な
ど
か
ら
補
っ
て
説
明
文
を

書
き
直
し
て
み
る
。（
国
語
）

○
題
名
を
隠
し
た
江
國
香
織
さ
ん
の
文
章
を
読
ん
で
、

文
章
に
ふ
さ
わ
し
い
題
名
を
付
け
る
。（
国
語
）

○
自
転
車
の
発
電
機
の
仕
組
み
を
示
し
た
図
を
使
っ
て

お
も
ち
ゃ
の
モ
ー
タ
ー
が
電
気
を
力
に
変
え
て
い
る

仕
組
み
を
説
明
す
る
。（
理
科
）

○
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
に
な
っ
た
商
品
を
い
く
つ
か
比

べ
て
、
共
通
す
る
よ
さ
が
何
か
考
え
る
。
ま
た
、
身

近
な
生
活
の
中
か
ら
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
に
ふ
さ
わ

し
い
も
の
を
見
付
け
、
理
由
を
付
け
て
発
表
す
る
。

（
美
術
）

と
い
っ
た
も
の
で
す
。

　
九
教
科
の
全
て
で
教
科
書
を
中
心
に
学
習
し
た
基
礎
的

基
本
的
な
知
識
・
技
能
を
活
用
し
て
解
決
で
き
る
課
題
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会
の
中
で
目
に
す
る
出
来
事
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
子
ど
も
た
ち
も
楽
し
ん
で
取
り

組
め
る
と
思
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
次
の
国
語
力
向
上
推
進
事
業
Ｈ
Ｐ
を
御
覧

く
だ
さ
い
。
指
導
案
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
も
こ
ち
ら
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◇
小
学
校
版
に
つ
い
て

　
現
在
、
小
学
校
版
の
作
成
を
す
す
め
て
お
り
、
こ
ち
ら

は
平
成
二
十
二
年
度
に
小
学
五
年
生
で
使
用
す
る
予
定
で

す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

注
　
テ
キ
ス
ト
…
文
章
だ
け
で
な
く
、
図
表
や
絵
画
、
写
真
、
数
式
、

音
楽
な
ど
表
現
さ
れ
た
も
の
を
指
し
ま
す
。
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● 「やまなし若者地域活性化プロジェクト推進事業」実施報告 ●

お
も
ち
ゃ
と
模
型
の
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
展
に
つ
い
て― 

県
立
博
物
館 

―

h
ttp

://w
w

w
.k

a
i.e

d
.jp

/k
o
k
u
g
o
/

kokug
o-index

.htm
l



県内の美術館、博物館等が、相互に連携して活性化を図り、活動の充実や利用者へのサービスの向上を目指す
「ミュージアム甲斐・ネットワーク」会員施設の紹介をします。

　山梨県立博物館（愛称「かいじあむ」）は、「山梨の

自然と人」のテーマのもと、山梨の歴史を紹介する博

物館です。常設展示は約２ヶ月に１度展示替えを行う

ほか、企画展は年間４回開催。広々とした庭では四季

折々の変化が感じられ、いつ来ても違った魅力を放っ

ています。

　常設展示は、実物資料の展示に加え、音や映像、ジ

オラマを用いたり、体験展示のコーナーを設けるなど、

最新の手法を用いています。なかでも、江戸時代の甲

府城下町や農村部の暮らしぶりを表したジオラマは、

当時の暮らしぶりがよくわかると評判です。登場する

人形や動物たちも個性的で、大人から子どもまで、ジ

オラマの世界につい引き込まれてしまいます。ジオラ

マは、展示室内のタッチパネル式のモニターや実物資

料と合わせてご覧いただくのがおすすめです。より歴

史を深く身近に感じていただけます。

　夏休み中は、博物館と展示をより楽しんでいただけ

るイベントも数多く開催いたします。ぜひ足をお運び

ください。

住　　　所：笛吹市御坂町成田 1501-1

電 話 番 号：055-261-2631

連絡担当者：企画交流課　丸尾

休　館　日：火曜日、祝日の翌日

入　館　料：一般 500 円、高校・大学生 210 円、

　　　　　　小・中学生 100 円（企画展は別料金）

教育課程の利用：常設展は無料です。

駐　車　場：有り（乗用車 180 台バス 8 台）・無料

■先生のための文化財活用支援講座

　県埋蔵文化財センターでは、学校の先生方を対象に、
総合的学習の時間等でセンター収蔵資料を安全かつ効
果的に活用していただくため、考古資料の特性や取り
扱いについて研修する「先生のための文化財活用支援
講座」を８月１１日（火）と１８日（火）に開催いた
します。
　１日目は、土器作りや石器作り等、実践的な講座を、
２日目は、土器の梱包の仕方や土器焼きを行ったり、
火起こし道具を使って火起こしの体験をしていただき
ます。
　２日間の研修を修了した先生方には、考古資料等の
貸し出しをいつでも受けられる修了証を交付していま
す。

■発掘体験セミナー ( 一般対象 )

　夏休み期間中、半日単位で実際に発掘調査をしてい
る遺跡で発掘体験をしていただけます。

■出前支援事業 ( 学校対象 )

　学校まで職員が出張し、土器作りから土器焼き、勾
玉作りや石器作り等、授業に合わせた内容で支援しま
す。
　このほかにも、考古学資料等の貸し出し、職場体験
学習、講師の派遣も行っています。お気軽にお問い合
わせ下さい。
◆お問い合わせ先　県埋蔵文化財センター

　電話 055-266-3016　FAX 055-266-3882
　URL:http://www.pref.yamanashi.jp/maizou-bnk/

ミュージアム甲斐・ネットワーク  

～県内博物館等の連携による活動の活性化と利用者サービス向上を目指して～

― 学術文化財課 ―
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● ミュージアム甲斐・ネットワーク〜県内博物館等の連携による活動の活性化と利用者サービス向上を目指して〜 ●

 山梨県立博物館　（笛吹市）

先生のための文化財活用支援講座と各種事業の紹介
− 県埋蔵文化財センター −



　夏の特設展では、H.C. アンデルセンの童話「人魚姫」を、

石倉欣二（絵本作家）の原画と拡大パネルでわかりやすくお見

せするとともに、知っているようで意外に知らないアンデルセ

ンの生涯や、明治・大正期の翻訳・翻案、他のすてきな童話

も展示します。さらに、北欧童話の翻訳で有名な本県出身の

矢崎源九郎（北欧文学者・言語学者。俳優矢崎滋の父）も紹

介します。

　ワークショップコーナーではツェムリンスキーの幻の名曲「人

魚姫」をＢＧＭに、絵を描いたり、登場人物へ手紙を書いたりと、

アンデルセンの世界に浸りながら夏のひとときをゆったりお過

ごしいただけます。

　ぜひご家族でおいでください。                

関連イベントほか
　★子ども映画会「マッチ売りの少女・裸の王様・みにくいアヒルの子」

７月２６日（日）１３：３０ 場所：講　堂

　★第２回　親子ほのぼの朗読会　　　　　　　　　　　　　　　８月　８日（土）１４：００ 場所：素心菴

　★鑑賞会「矢崎滋の世界　落語とトーク」　　　　　　　　　　８月２２日（土）１３：３０ 場所：講　堂

　私がいつも心がけていることは、「どんなときにも笑顔

を忘れない」ということだ。両親にも、それをいちばん

厳しく教えられてきた。また、私が尊敬しているスピリ

チュアル・カウンセラーの江原啓之さんも、笑顔につい

てこう言っているからだ。「表情の中で一番いいのはとび

きりの笑顔。心では笑いたくなくても、努めて笑顔をつ

くっているうちに、表情だけでなく、心もたましいも笑

顔モードになっていく。」「笑い声は人の心を癒し、笑顔

は人に希望を与える。なぜなら、笑顔の奥には思いやり

の心があるから。自分のためではなく、相手の気持ちを

和らげるため、周囲の人の気持ちを和ませるために笑う

のです。」

　この春卒業した女の子から、「先生はいつも笑顔で、ず

っと春という感じです。これからも明るい先生でいてく

ださい。」という手紙をもらった。子どもから「いつも笑

顔の先生」と思ってもらえたことは、私にとって何より

嬉しいことだった。仕事に追われ、心も体も疲れきって

くると、笑顔をつくるのがなかなか難しいこともあるが、

そんな時こそ、職場の仲間と冗談を言い合って、笑顔モ

ードにしていくことが大切だと思う。

　これからも笑顔を忘れずに、毎日を明るく楽しく過ご

していきたい。

（身延町立身延小学校）

　３４年前の春、まだ桜の蕾みもかたく肌寒い日だった。

塩崎駅で下車し、曲がりくねった坂道を不安と期待に胸

膨らませながら歩いた。坂を上りあげた処に、木造２階

建ての校舎が建っていた。　木造の校舎を見た時、懐か

しかさがこみ上げ、一瞬中学時代にタイムスリップした。

これからどんな生徒達との出会いがあるのか楽しみだっ

た。

　新学期初めの学年集会で自己紹介をした時のことだっ

た。「私は中学・高校時代にバスケット部，大学の時は柔

道を」と言った瞬間、「女なのに柔道だって！怖え〜」と

言う声が聞こえた。その時から怖い先生になってしまっ

た。本当は心優しい先生なのにと思いながら怖い先生を

長年通し続けた。　２０代〜４０代はがむしゃらに突っ

走った。大徳寺大仙院の尾関宗園和尚の説話の中に「今

やらなくて、いつやる」という言葉があるが、その言葉

をかりて、「今走らなくて、いつ走る」と「中学時代に心

も体も鍛えなきゃあ長生きできん」が口癖だった。時々

教え子に行き会うと、「先生は女だけど怖かったよ。」「よ

く走らされた！」という話になる。その後に「あの時が

あったから、何でも乗り越えられる。」という言葉が・・・。

この言葉を聞いたときホッとした。今日も「一期一会」

の気持ちで子ども達と一緒に学んでいきたい。

（韮崎市立韮崎西中学校）

らくがき

「笑顔を忘れずに」

佐野 千春

「一期一会」

小野 美知子
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● らくがき・県立文学館開館２０周年記念　夏の特設展 H.C. アンデルセン「人魚のお姫さま」 ●

— 県立文学館　開館２０周年記念 夏の特設展  —

H.C. アンデルセン「人魚のお姫さま」
会期　平成２１年７月１８日（土）〜８月２３日（日）

（石倉欣二『人魚姫』より）



　本校は１２０有余年の歴史がありますが、現在の校舎

は、「伝統の中にうるおいがあり、目を輝かせて学べる

学校」とした校舎建設の基本構想テーマのもとに平成

１６年１１月に竣工しました。

　環境に配慮したエコスクールとしての特徴も備えてい

ます。

◇子どもたちに人気のビオトープ

　左下の写真は、緑や水環境の一つとしてのビオトープ

の光景です。ここは四つ葉のクローバーを探す場所で

あったり、写真のように男の子も女の子も夢中になって

ザリガニなどを捕ったりする場所でもあり、子どもたち

にとって大好きな場所となっています。

　中央下の写真は全校クリーン日に長い休み時間を利用

して、子どもたちがビオトープを整備したり、草を取っ

たりしている様子です。子どもたち一人ひとりが自分に

とってのビオトープの大切さを感じているので、一生懸

命に整備しています。

◇エコ施設・設備と児童との関わり

　本校には太陽光と風力からなるハイブリット発電、井

戸水を利用した冷輻射（れいふくしゃ）装置、雨水の建物

や植物への利用、屋上緑化、グリーンカーテン、地下空

気温度を利用した室内温度調整等々、様々なエコ設備が

あります。本校では、これらエコ施設や設備と児童との

関わりを大切にしながら環境教育に取り組んでいます。

　南に雄大な富士を仰ぎ、国立公園内に立地する本校

は、四方を緑に囲まれた自然豊かな学習環境の中にあり

ます。このような抜群の環境の中で、創立以来の教育方

針である「心のゆたかな人間を育てる」ことを実践して

きました。

　さて「文武一体」を目標とした本校においては、学習

と部活動等を分けて考えるのではなく、同じ比重で真摯

に取り組んでこそ、調和のとれた人格が形成されるもの

と考えています。

　このため、地域に密着したボランティア活動や全校一

斉の「朝読書」をはじめ、６月の「読書会」、１０月の「図

書館フェア」などの読書活動が活発に行われています。

特に昨年は、読書活動実践優秀校として文部科学大臣表

彰を受けており、活動内容も高く評価されています。

　入試制度の改革により、本校を取り巻く教育環境も大

きく変わってきました。このような中で、本年度は新た

な教育課題に立ち向かうため、校内組織も改編し、全校

一丸となって将来を見据えた「河高づくり」に取り組ん

でいます。

　地域に立脚した学校づくりを目指してきた本校も、創

立３３年を迎えます。創造・挑戦・発信の視点から、生

徒とともに新しい一歩を踏み出していきたいと考えてい

ます。
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● 学校紹介／昭和町立押原小学校・富士河口湖高等学校 ●

河高玄関とロータリー ボランティア活動（ふじざくら支援学校訪問）

〔人気のビオトープ〕 〔ビオトープの整備〕 〔ハイブリッド発電〕

「心のゆたかな人間」づくりをめざして 
富士河口湖高等学校

エコ施設や設備を活かした環境教育 
昭和町立押原小学校



　
学
校
教
育
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、平
成
十
九
年
四
月
、

特
別
支
援
教
育
が
ス
タ
ー
ト
し
、
特
別
支
援
学
校
や
特
別

支
援
学
級
の
み
な
ら
ず
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、

高
等
学
校
の
通
常
学
級
に
在
籍
す
る
障
害
の
あ
る
子
供
に

対
し
て
も
、
適
切
な
指
導
と
必
要
な
支
援
を
図
り
、
質
の

高
い
教
育
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
指
導
担
当
者
に
は
、
事
例
研
究
法
を
学
び
、
子

供
の
行
動
の
見
方
や
言
葉
の
と
ら
え
方
、
考
え
方
、
指
導
・

支
援
の
目
的
や
方
法
な
ど
が
独
り
善
が
り
に
な
ら
な
い
よ

う
、
学
校
内
外
の
関
係
者
に
公
開
し
、
意
見
を
い
た
だ
き
、

よ
り
よ
い
実
践
に
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
部
に
よ
る
支
援
体
制

特
別
支
援
教
育
部
で
は
、
各
学
校
に
お
け
る
特
別
支
援
教

育
の
充
実
に
向
け
、
調
査
研
究
、
研
修
、
教
育
相
談
、
学

校
支
援
を
核
と
し
て
、
学
校
や
教
職
員
の
ニ
ー
ズ
や
課
題

に
応
じ
た
支
援
を
組
織
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

一
　
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成

　
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
課
題
を
把
握
し
、
指
導
方
法

や
特
別
支
援
教
育
に
か
か
わ
る
支
援
体
制
充
実
の
た
め
の

研
究
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
新
し
い
学
校
づ
く

り
推
進
室
と
連
携
し
「
特
別
支
援
学
級
担
任
・
通
級
指
導

教
室
担
当
者
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
担
当

者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
最
新
の
情
報
と
と
も
に
、
で
き

る
だ
け
具
体
的
で
実
践
に
活
か
せ
ら
れ
る
も
の
と
し
ま
し

た
。
特
別
支
援
学
級
等
担
当
者
の
資
質
及
び
専
門
性
の
向

上
、
さ
ら
に
、
通
常
学
級
に
在
籍
し
て
い
る
特
別
な
教
育

的
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
適
切

な
指
導
・
支
援
の
参
考
資
料
と
し
て
も
活
用
し
て
頂
け
る

も
の
と
し
ま
し
た
。

二
　
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
研
修
会

　
研
修
講
座
で
は
、
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
基
礎
的
、

普
遍
的
内
容
に
加
え
て
、
今
日
的
な
課
題
や
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
対
応
し
た
内
容
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
演
習
や

グ
ル
ー
プ
協
議
等
、
研
修
形
態
の
工
夫
を
行
い
実
践
力
の

向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
　

　
管
理
職
等
の
基
本
研
修
、
発
達
障
害
の
理
解
や
指
導
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
、
心
理
検
査
法
、
障
害
児
の
心

の
ケ
ア
、
医
療
的
ケ
ア
等
十
四
研
修
会
を
企
画
・
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
小
・
中
学
校
及
び
高
等
学
校
で
は
「
校
内
委
員

会
」
の
設
置
、
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
指

名
な
ど
校
内
支
援
体
制
が
整
備
さ
れ
、「
個
別
の
指
導
計

画
」や｢
個
別
の
教
育
支
援
計
画｣

の
作
成
と
活
用
、医
療
・

福
祉
等
関
係
機
関
と
の
連
携
な
ど
障
害
の
あ
る
児
童
・
生

徒
に
対
す
る
様
々
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

セ
ン
タ
ー
で
は
、「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
」と「
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
」
研
修
会
を
企
画
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

資
質
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

三
　
教
育
相
談

①
　
発
達
の
遅
れ
や
そ
の
心
配
の
あ
る
児
童
・
生
徒
の
就

学
に
関
す
る
相
談
（
来
所
、
電
話
、
訪
問
）
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
相
談
に
当
た
る
の
は
、
小
・
中
学
校
や
特

別
支
援
学
校
で
子
供
た
ち
と
接
し
て
い
る
経
験
豊
か
な

教
師
で
す
。
学
校
で
の
学
習
や
子
供
た
ち
の
生
活
の
様

子
な
ど
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。
就
学
後
の
よ
り
よ
い

環
境
を
整
え
て
い
く
た
め
に
、
お
気
軽
に
御
利
用
く
だ

さ
い
。

②
　
市
町
村
教
育
委
員
会
と
連
携
し
、
県
内
九
地
区
十
六

会
場
で
障
害
児
巡
回
教
育
相
談
（
八
月
か
ら
九
月
）
を

行
い
、
就
学
事
務
の
説
明
や
研
修
な
ど
を
通
し
て
よ
り

よ
い
就
学
等
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
　

③
　
発
達
障
害
等
支
援
・
特
別
支
援
教
育
総
合
推
進
事
業

（
文
部
科
学
省
委
嘱
事
業
）
で
、Ｌ
Ｄ
等
巡
回
相
談
チ
ー

ム
に
よ
る
巡
回
相
談
の
事
務
局
を
担
当
し
、
学
校
訪
問

等
で
支
援
し
て
い
ま
す
。    

四
　
各
分
野
の
専
門
機
関
と
の
連
携 

　
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
、
子
ど
も
メ
ン
タ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
児
童
相
談
所
等
の
相
談
機
関
と
連
携
し
支
援
し

て
ま
す
。

14

● 総合教育センター情報／特別支援教育の充実を目指して ●

学校基本調査（文部科学省）

（研修会風景）

     

特
別
支
援
教
育
の
充
実
を
目
指
し
て

― 

山
梨
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
特
別
支
援
教
育
部 

―



15

● 新教育委員長就任挨拶・県立図書館／「レファレンスの道具箱」 ●

新
委
員
に
小
林
久
氏
が
就
任

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
金
丸
康
信
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
後
任
の
教
育

委
員
と
し
て
小
林
久
氏
が
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
新
委
員
の
任
期
は
平

成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
三
日
ま
で
で
す
。

　

こ
の
度
、
教
育
委
員
と
い
う
重
責

を
命
ぜ
ら
れ
戸
惑
い
と
と
も
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
私
は

民
間
会
社
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

景
気
は
想
像
も
つ
か
な
い
ほ
ど
悪

化
し
社
会
か
ら
は
笑
顔
さ
え
も
消

え
つ
つ
あ
り
、
子
供
た
ち
の
置
か
れ
て
い
る
家
庭
環
境
も
今
ま
で
と
は

ま
っ
た
く
違
う
状
況
で
す
。
不
登
校
問
題
・
外
国
人
児
童
生
徒
の
問
題

な
ど
経
済
的
な
要
因
が
一
端
で
あ
る
課
題
が
今
後
も
増
加
し
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

　
親
も
先
生
も
教
育
委
員
会
も
願
い
は
ひ
と
つ

「
明
日
を
担
う
子
供
た
ち
が
明
る
く
健
康
に
育
っ
て
欲
し
い
。」
そ
れ
だ

け
で
す
。

　
私
の
立
ち
位
置
は
常
に
子
供
た
ち
の
側
で
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
働

く
お
母
さ
ん
た
ち
を
多
数
雇
用
し
て
い
る
立
場
か
ら
も
、
家
庭
と
学
校

の
両
輪
が
そ
の
中
心
に
い
る
子
供
た
ち
の
た
め
に
う
ま
く
機
能
す
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
任
期
４
年
の
間
、
自
分
が
教
育
委
員
に
な

っ
て
良
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
様
に
精
進
を
続
け
て
い
く
覚
悟
で
す
。

　
な
に
ぶ
ん
教
育
分
野
の
経
験
は
乏
し
く
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
今
後
と
も
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

● ひとこと ●

委　員　長

小林　久

レファレンスの道具箱 ＊落語について調べる＊ 
山梨県立図書館　

 落語とはどんなものか知りたい
『落語ハンドブック』  （山本進／編　三省堂　2001）

落語の特質や歴史から落語のバックグラウンド、名作、噺家、用語

など落語に関する一通りの事柄が項目別に載っています。

 作品を調べるには…
『古典落語鑑賞事典』（永田義直／編　金園社　1969）

「長屋のおどけ者」や「大屋さんと横町の隠居」などの噺の項目に、題名、あらすじ、参考小咄、鑑

賞と載っています。

『落語事典』 （今村信雄／著　青蛙房　1957）

古今の名著５００種について、あらすじと解説を掲載。巻頭には、落語略史と落語家各派の系図等も載っ

ています。

 落語家について調べるには…
『古今東西落語家事典』（諸芸懇話会大阪芸能懇話会／編　平凡社　1989）

近世から現代までの落語家を収録。3 ２７名の物故者と昭和６４年現在の４７５名が調べることがで

きます。

※今回紹介した資料以外にも関連資料がございます。ぜひご利用ください。



山梨の文化財

県
指
定
史
跡

　
　
寺て

ら

も

と

は

い

じ

あ

と

本
廃
寺
跡
（
笛
吹
市
春
日
居
町
寺
本
）

（
平
成
二
一
年
五
月
二
十
一
日
指
定
）

　

寺
本
廃
寺
跡
は
、
地
域
で
「
寺
本
古
代
寺
院
跡
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
指
定
地
内
に
は
民
家
や
畑
も
あ
り
ま
す
が
、
塔
の
心し

ん

そ礎
で
あ
る
石
や
山
王
神

社
あ
た
り
で
大
き
な
礎そ

せ

き石
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
山
梨
県
で
最
古
の
古
代
の
寺

院
跡
で
あ
り
、
創
建
は
六
七
〇
年
代
の
白
鳳
期
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
建

こ
ん
り
ゅ
う立

の
目

的
は
豪
族
の
私
寺
か
、
甲
斐
国こ

く

ふ府
の
寺
院
と
す
る
の
が
有
力
で
す
。

　

塔
の
心
礎
は
長
径
二
．
八
メ
ー
ト
ル
の
巨
石
で
、
そ
の
規
模
か
ら
三
重
塔
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
発
掘
調
査
で
、
築つ

い
じ
べ
い

地
塀
に
囲
ま
れ
た
一
三
〇
メ
ー
ト
ル
四
方

の
寺
域
に
、
三
重
塔
、
金
堂
、
僧
坊

と
、
こ
れ
ら
を
囲
む
、
中
門
、
南
門
、

北
門
、
西
門
、
回
廊
の
跡
が
確
認
さ

れ
、
こ
れ
ら
建
物
跡
の
配
置
か
ら
は

法ほ

っ

き

じ

起
寺
式
伽が

ら

ん藍
配
置
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
瓦
は
創
建
時
で
あ
る
白
鳳

期
の
瓦
の
ほ
か
に
八
世
紀
の
天
平
期

の
瓦
が
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
墨ぼ

く
し
ょ書

土
器
や
灯と

う
み
ょ
う
ざ
ら

明
皿
、
仏
像
の
破
片
、
丸

玉
、
鉄
く
ぎ
、
紡ぼ

う
す
い
し
ゃ

錘
車
、
古
銭
な
ど

が
出
土
し
ま
し
た
。
寺
本
廃
寺
跡
は
、

古
代
甲
斐
國
の
宗
教
史
、
政
治
史
、

社
会
経
済
史
を
解
き
明
か
し
て
い
く

上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な

価
値
を
持
つ
史
跡
で
す
。

作品タイトル

「家族の団欒」
私は，家族みんなで食事をしているとこ
ろを絵に描きました。私の家では，夕食
の時間になると，学校での話などいろい
ろな話をして楽しく食事をしています。
私はそういう時間が一番幸せだなあと感
じました。これからも家族団欒していけ
たら良いなという思いを込めて描きまし
た。

指導者　高橋光明　教諭

表紙を飾る

甲
斐
市
立
敷
島
中
学
校

　
第
２
学
年

山
村
有
紀

教
育
や
ま
な
し
（
二
二
七
号
）
平
成
二
十
一
年
七
月
十
日
　
発
行
／
山
梨
県
教
育
委
員
会
　
編
集
／
教
育
庁
総
務
課
　
〒
四
〇
〇
ー
八
五
〇
四
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
電
話
〇
五
五
（
二
二
三
）
一
七
五
〇

主な行事予定

県
立
図
書
館

■
資
料
紹
介
展
示

「
平
成
二
十
年
度
新
収
蔵
山
梨
県
関
係
出
版
物
展
」

6
／
5
〜
8
／
27

県
立
美
術
館

■
特
別
展

「
ベ
ル
ギ
ー
王
立
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
　
ベ
ル
ギ
ー
近
代

絵
画
の
歩
み
〜
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
、
印
象
派
、
フ
ォ
ー
ヴ
〜
」

4
／
18
〜
7
／
5

■
特
別
展

「
ハ
ン
ス
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
世
界
『
こ
ね
こ
の
ぴ
っ

ち
』
の
作
者
が
わ
が
子
に
贈
っ
た
絵
本
た
ち
」

7
／
19
〜
8
／
23

県
立
博
物
館

■
企
画
展

「
お
も
ち
ゃ
と
模
型
の
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」

7
／
00
〜
9
／
7

県
立
考
古
学
博
物
館

■
企
画
展

「
縄
文
土
器
文
様
絵
巻
」

〜
展
開
写
真
で
み
る
縄
文
絵
画
の
世
界
〜

7
／
18
〜
9
／
6

県
立
文
学
館

■
企
画
展

「
太
宰
治
展
　
生
誕
一
〇
〇
年
」
5
／
2
〜
6
／
28

■
特
設
展

「
Ｈ
．
Ｃ
．
ア
ン
デ
ル
セ
ン
人
魚
の
お
姫
さ
ま
」

7
／
18
〜
8
／
23

■
特
設
展
関
連
映
画
会
　
　
　
　
　
　
　
入
場
無
料

①
子
ど
も
映
画
会
「
マ
ッ
チ
売
り
の
少
女
」　
7
／
26

②
子
ど
も
映
画
会
「
裸
の
王
様
」　
　
　
　
7
／
26

③
子
ど
も
映
画
会
「
み
に
く
い
ア
ヒ
ル
の
子
」
7
／
26

「声かけ　あいさつ」みんなで実践 !!
◆教育に関する疑問、質問等がありましたらお気軽に E-mail 又は FAX して下さい。
　アドレス：kyouikusom@pref.yamanashi.lg.jp　FAX：055 − 223 − 1744
◆教育やまなしのバックナンバーがインターネットでご覧いただけます。
　ＵＲＬ：http://www.pref.yamanashi.jp/kyouiku/46150769857.html


